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[ @内は， 当時の観測所とその震度を示す。

O 津波の記録

1707年(宝永4年lo同4日)宝永地震(M=8.4) 
O大地震， 大風浪あり。 (船穂町郷土史)
O大地震あり， 民家潰れ， 高潮起り， 凡人多し。 (牛窓郷土史)
O大地震……略……また大風・ 潮本営より高きこと5尺と凶荒窺知すべきなり。 (邑久郡史)

7854年(嘉永7年Ⅱ同5日)安政大地震(MⅠ8・4)
O劇震の際涯嘘の徴あり， 一昼夜に潮水の進退およそ20～30回にして， 浦潮の時， 一時平木より7尺

余を増し これがため本村雨声字瀬溝海峡(虫明一長島)の如きは， およそ3尺余の土砂をもって
填塞し， 字扇浦に泥土2尺余を埋塞せり。 ・…‥略……30O金石積みの船艇を碇舶せしも今は漁船を
入るるのみ。 (邑久郡史の裳樹村記事)

7946年(昭和21年12 2i日04時19分)南海道地震(M = 8.0) 
県下の津波の余波は， 最高潮がⅠメートル以下で被害はほとんどなかった。
O岡山測候所の面する旭川では， 06時からⅠ0時まで2回， 津波により相当の急流となって逆流したた
め小舟の運行は中止された。io時io分には津波の高さo.4メートルを観測した。
O三膳港でぼ， 当時変湖で引き潮， 満ち潮が交互に起り， 青土が潮と共に吹き上がり土手が作られた

という。
O児島湾干拓地では， O・6メートルくらい増しやや経って引き， 再び前より少ないが満ちてきた。
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